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ミナミマグロの管理手続き候補の初期テストの結果
要約

ミナミマグロ資源の管理手続きの方法として提示された多数の候補について、11の根本的に異なる意思決定ルールに基づいてテストした結果を発表する。意思決定ルールの内、8つはフィードバックの方法に関わるもので、残りの3つは評価プロセスを支援するためのレファレンス・ケースとして提示されており、初期のオペレーティング・モデルのシナリオで達成できるパフォーマンスの限界を理解するためのものである。これらの管理手続き候補の初期的なテストを行った結果、フィードバック・アプローチを採用することによって、平均パフォーマンスを大幅に高めることができることが示唆された。どの意思決定ルールにおいても、漁獲量と資源状況（例：資源の再構築）の相殺という観点からは、調整パラメータを変更することで様々なパフォーマンスが得られる。2つの異なる意思決定ルールから同様の平均パフォーマンスが得られる一方、各オペレーティング・モデルのシナリオの下では、相当異なるパフォーマンスとなる。
しかし、初期のトライアル段階においてはミナミマグロの資源動態について相当の不確実性があることから、CCSBTの資源再構築の目標が可能な限り達成される（あるいは、少なくとも資源の再構築が少なからず実現される）一方で、漁獲量を必要以上に制限しないために、フィードバック・ルールで達成できることは非常に限られているようである。管理手続きの選択を勧告するためには、管理目標をその頑健性やリスクの観点から明確にし、これらの目標と各シナリオの妥当性を考慮した評価プロセスを明確にする必要がある。

